


















La notion d’incapacité spéciale et ses rôles dans l’ancien droit civil japonais ;



























や遺贈を受けることの禁止、職場で権利を譲り受けることの禁止（同 909 条、同 1597 条）7、これらの






















































ないと説明している 23。また、熊野は、上記の人事編 195 条と財産取得編 35 条に加えて更に、財産取
















































































管理人には次のような 3つの分類がある 51。第 1 に、法律上の管理人と称される者である。例えば、
我が子の財産を管理する父母、未成年者又は禁治産者の後見人がこれにあたる。第 2は、裁判上の管理
























































るわけではない。残されているのは、後に旧民法財産取得編 35 条、37 条、39 条に成ったボワソナード
草案財産取得編 672 条、674 条、676 条であるから、まずは、その内容を整理する（a）。そして、ボワ
ソナード草案の各条文に対するボワソナード自身による注釈を見ると、上記 672 条、674 条、676 条は
全て、特別の無能力という枠組みの中で解説されているものであるが、そこでいう特別の無能力の意味
内容を検討する（b）。
a　ボワソナード草案財産取得編 672 条、674 条、676 条の規定内容　　　　














































































無能力を課されている者を規定している条文として挙げられたものには同 1595 条、1596 条、1597 条
が含まれ 84、この 1595 条、1596 条、1597 条は、ボワソナードが特別の無能力を規定した条文である




































得編 35 条、37 条、39 条）における特別の無能力を議論する大枠がフランス民法典（1595 条、1596 条、
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